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…Deep Ecology の提唱者 Arne Naess の Ecosophy では，その第一原理に，大文字で始まる Self-







































　TA における，自我状態のモデルでは，人の自己意識は「親 P」，「成人 A」，「子ども C」に
分類される．さらに機能の観点から，「親 P」は，「統制的な親 Controlling Parent」と「養
育的な親 Nurturing Parent」に，「子ども C」は，「順応的な子ども Adapted Child」と「自



















れた存在の痛み」に対する共感に由来している x． W. Kˆ hler が，1930 年代に，事実は単に
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